
2024 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 2024年 12月 24日（火）11時 30分～12時 00分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、市長室広報戦略部長、企画調整局長、企

画調整局副局長、企画調整局政策課長、地域協働局副局長、行財政

局長、行財政局副局長、環境局長、経済観光局局長（農政担当）、建

設局長、建設局公園部長、建設局部長（防災担当）、都市局副局長、

建築住宅局副局長 

議 題 森林関係施策 

提案概要 

〇気候変動に伴う災害リスクの増大や、生物多様性の危機などの課

題への対策として、自然環境が持つ機能を、社会の様々な課題解

決に活用する、グリーンインフラの観点が世界的な潮流となって

いる。また、自然豊かで良好な環境で健康に暮らすことができる

社会を求める価値観へシフトしており、グリーンインフラの取組

を通じて、人が自然とよりよく関わることのできる緑豊かな生活

空間を形成することが必要となってきている。 

○これらの背景から、「自然・森林の再生」や「まちの緑化」を目的

として、以下のとおり施策を提案し、予算編成に向け議論した。 

 

＜木と森をよみがえらせる＞ 

・里山広葉樹の循環利用の促進（広葉樹の資源量調査、流通拠点

の整備等） 

・森林整備活動の支援強化（地域貢献活動補助金に森林整備特別

枠を新設） 

・竹林管理・竹材の収集・竹の活用推進（竹林管理サービス・機

材貸出の実施等） 

・30by30 推進のための環境整備（OECM に登録された里山におい

て、活動活性化のための環境整備） など 

 

＜木と森の恵みを受ける＞ 

・民有地における緑化支援 

・こうべ木陰プロジェクトの継続実施（樹木移植、新植など） 



・KOBE備長炭の製造販売の基盤整備に向けた調査検討の実施 

・古材活用プロジェクトの実施（ストックヤードの運営等、古材

のリユース促進）  など 

 

＜木と森にふれる＞ 

・次世代が里山に親しみ、心身ともに健康に成長できる拠点づく

りの検討 

・多井畑西地区における、自然の中で子どもも大人も遊び学ぶ体

験のための空間づくり（竹林伐採等の環境整備）や、プレーヤ

ー同士の交流機会の創出       など 

 

○上記の取り組みを全庁横断的に実施していくため、庁内推進体制

の設置を検討する。 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

○今後の実施、検討にあたっては、以下の点に留意すること。 

 ・まちや郊外の緑の維持管理について、方針や体制の検討を引き

続き行っていくこと。 

 ・竹林管理・竹材の収集について、実施に向けて、スキームの詳

細な検討や、簡便な貸出方法を検討すること。 

 


